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高齢期における在日コリアンのアイデンティティと生活経験 
――川崎市ふれあい館の取り組みから―― 
The Korean Residents’ Identities and Life Experiences in Old 






This paper reveals Korean residents’ identities formed during the Kawasaki-shi 
fureaikan’s activities for elderly people, which is the community center located in 
Sakuramoto, Kawasaki-shi. Previous researches have focused on the young Korean 
residents and their identity related to something “Korean”. However, identity is formed by 
not only ethnicity but also life review in old age. The fureaikan created a local community 
where the elderly could talk about their life experiences and were prompted to view these 
experiences positively. Therefore, identities based on their life experiences were formed 
through mutual acceptance by the diverse participants of the community. 
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れていたことがわかる（2015 年 7 月 23 日 参与観察調査より）。 
（2）権利獲得運動とふれあい館の設立 
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い館 2008）。現在のトラヂの会には、当初の主な対象であった在日コリアン 1 世だけでは













－ 56 － 
って思って。（中略）私はここに何十年も暮らしてるけど、とにかく日本にこう
いうのがあるってことにびっくりしました。子どもたちね、娘に言うと、いいね
ぇって言って、すごく喜んでる。こういうとこ遊びに来てるから（2014 年 10 月










世や 2 世、ニューカマーの韓国人、日系南米人などの高齢者 5～6 人と、青丘社の職員やボ
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ね、網編んで、昼間は働いて、とにかく寝る間を惜しんでね。若いときはもう 3 時間 4 時
間寝ればいいとこだよ」と振り返る（2016 年 9 月 13 日 インタビュー調査より）。これら
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(3) 在日コリアン 2 世の男性が日立製作所の採用内定通知をもらいながら、韓国籍であるために入
社を取り消された就職差別事件。 
(4) 在日コリアンの高齢者によるデモとしてインターネットにも動画が投稿された。この「平和デ
モ」を受けて、2015 年 11 月から 2016 年 6 月までの桜本に対するヘイト・スピーチが行われた
と考えられているが、カウンターデモ、ふれあい館や青丘社の働きかけ、地域住民からの訴えの
結果、2016 年 5 月には国会で「ヘイト・スピーチ解消法」が成立した。 
 
参考文献 
Delanty, Gerard, 2003, Community, London: Routledge（=2006, 山之内靖・伊藤茂訳『コミュニティ グロ
ーバル化と社会理論の変容』NTT 出版）. 
Erikson, Erik H., Joan M. Erikson and Helen Q. Kivnick, 1986, Vital Involvement in Old Age, New York: 
Norton（=1997, 朝長正徳・朝長梨枝子訳『老年期 生き生きしたかかわりあい』みすず書房）. 
福岡安則, 1993, 『在日韓国・朝鮮人 若い世代のアイデンティティ』中公新書. 
趙文基, 2012, 「在日コリアン高齢者の介護問題―介護保険制度と介護保険事業計画の問題点と可能
性」『桃山学院大学社会学論集』46(1): 27-54. 
ふれあい館高齢者識字学級・ウリハッキョ, 2011, 『おもいはふかく ウリハッキョの作文集』. 
ふれあい館トラヂ会・ウリマダン, 2016, 『トラヂ文化祭 記録集』. 
星野修美, 2005, 『自治体の変革と在日朝鮮人 共生の施策づくりとその苦悩』明石書店. 
李洪章, 2016, 『在日朝鮮人という民族経験―個人に立脚した共同性の再考へ』生活書院. 




川崎市ふれあい館, 2008,『川崎市ふれあい館 20 周年事業報告書 だれもが力いっぱい生きていくため
に』. 
金秀一, 1998, 「『群電前』とオモニ、アボジ、そして私」『ほるもん文化』8: 82-7. 
金泰泳, 1999, 『アイデンティティ・ポリティクスを超えて 在日朝鮮人のエスニシティ』世界思想社. 
桜井厚, 2005, 『境界文化のライフストーリー』せりか書房. 
徐阿貴, 2012, 『在日朝鮮人女性による「下位の対抗的な公共圏」の形成―大阪の夜間中学を核とし
た運動』御茶の水書房. 
島村恭則, 2010, 『〈生きる方法〉の民俗誌』関西学院大学出版会. 
庄谷怜子・中谷徹, 1997, 『高齢在日韓国・朝鮮人 大阪における「在日」の生活構造と高齢福祉の課
題』御茶の水書房. 
トラヂの会マダン（ひろば）劇「故郷の春（コヒャンエポム）」プログラム（2016 年 9 月 10 日）. 
